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要旨 
本研究では，フランスの「DUMI（デュミ）」という教育職の公務員として学校において音楽を教えることのできる
音楽家のための国家資格について，そのカリキュラム並びに研修内容を述べる。筆頭筆者はフランスにおいて本資格を
取得しており，資格取得に関する研修，試験内容はその体験から得られた具体的な実態を詳らかにするものである。 
はじめに DUMI の概要を説明し，次に養成センターへの入学試験内容，カリキュラムを紹介する。そして，授業並
びに実地研修の事例から DUMI の養成内容の特徴を明らかにする。それらからフランスの音楽家に求められる資質と
能力について考察した。そこから，音楽家には演奏能力だけではなく，DUMI が求めるように，音楽を通して創造性を
持った人間形成を促すような資質や能力も重視されるのではないかと考えられた。 
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はじめに 
 フランスには「DUMI（デュミ）」（Diplôme Universitaire de Musicien Intervenant）という 1984
年にフランス国民教育省及び文化省によって創設された音楽家の国家資格がある。この資格設立の発
端は，文化省が学校教育を担う国民教育省に対して，公役務（service public）としての公教育と文化
分野の協力を働きかけ，1983 年に国民教育省と文化省の省庁間協定が結ばれたことによるものである。
この協定が結ばれたことによって，音楽家に専門資格を与え，小学校及び幼稚園で，教論と協働して
音楽教育に関与できる音楽家を養成することを目的とした養成センターを設置することが決めら
れた（1）。 
 DUMI は十分な演奏能力がある音楽家のための資格であるが，①楽器を専門に教えるものではない
こと，②幼稚園や小学校，音楽学校や音楽院，文化施設などの教育文化機関で音楽教論としてではな
く音楽家として「音楽」を教えるという二つの大きな特徴がある。そして DUMISTE（デュミスト）
には，①活動先の教育機関や文化施設の担当者と協働し合いながら実践を遂行する高度なコミュニケ
ーション能力，②演奏楽器以外の音楽の幅広い知識と技術，演劇やパントマイムなど近似した芸術の
テクニックを用いて音楽を多様なアプローチによって教えることができるという二つの大きな特徴を
持っている。 
 CFMI 養成センターが設立されてから 30 年以上経った現在では約 5000 人の DUMI 資格者がフラ
ンス全国で活動している。この DUMI 資格を取得した音楽家のことをフランスでは「DUMISTE」
と呼んでいる。 
日本には大学の音楽学部など音楽を専門に学ぶ学校が数多くある。そこで主に演奏を専攻している
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学生は，演奏することや楽器指導の講師以外に音楽家としての活動の可能性をあまり知らない。 
日本における DUMI に関する先行研究としては永島茜氏，吉澤恭子氏により一部紹介されているが，
実際に資格を取得した日本人は筆頭筆者が初めてであり，日本において日本人の DUMISTE による
研究は初めてである。 
 現在，筆頭著者は DUMI 資格を取得し，日本において DUMISTE として活動している。本稿では，
筆頭著者が CFMI 養成センターで実際に DUMI を学び，多岐に渡る授業や教育機関での実地研修を
通して，専攻楽器を学んでいる時には得ることができなかった音楽や教育に関する知識を修得できた。
それは，音楽家の役割や持ち合わせるべき人間性，音楽に近似する芸術分野の技法，またそれらを融
合した音楽指導の知識や手法などである。 
 以下，デュミストに求められる資質と能力を修得するためにどのような授業が行われているのかス
トラスブール大学付設 CFMI 養成センターセレスタ校（以下「CFMI セレスタ校」という）の養成カ
リキュラムを例に紹介したい。 
 
１. DUMISTE の使命 
 DUMISTE の教育的使命について，全国の CFMI をとりまとめる CFMI 評議会は 2005 年に以下
のように述べている（2）。 
⑴音楽教育への貢献 
・協働芸術の創造的活動。 
・学習者の知識と創造性の獲得。 
・学習者の音や音楽を聴くことに対する姿勢と，個々が芸術教養や知識を気づくための美的感性を養
う。 
⑵文化の振興への貢献 
・DUMISTE は，地域の文化政策の一環として，学校を学校以外の教育的，社会的，芸術的機関を結
びつける。 
・DUMISTE は，作品や芸術家との出合いが可能となるよう地域の音楽教育機関と文化組織とのネッ
トワークを構築する。 
・DUMISTE は，若い観客が自主的に学校以外で音楽に触れ合いたくなるよう働きかける。 
 これらから DUMISTE は教育的であると同時にアーティストであること，地域文化振興に重要な
役割を果たす人物であること，子ども達が学内・学外または音楽学校や文化施設で音楽創造体験を実
現できる人物であること，地域文化・芸術文化教育の道筋を作るキーパーソンであることがわかる。 
 DUMI を取得するには大学に付設された CFMI 養成センターで，2 年間 1500 時間の理論と実践技
術を修得し，修了試験として芸術的実践，実地試験と論文審査に合格する必要がある。 
 尚，CFMI 養成センターは①ストラスブール大学，②エクス＝マルセイユ大学，③リュミエール・
リヨン第 2 大学，④リール第 3 大学，⑤レンヌ第 2 大学，⑥パリ第 11 大学，⑦トゥール・フランソ
ワ＝ラブレー大学，⑧ポワティエ大学，⑨トゥールーズ・ジャン・ジョレス大学の 9 つの大学に設置
されている。筆頭筆者はストラスブール大学付設 CFMI 養成センターセレスタ校に通い 2015 年 7 月
に資格を取得した。 
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【写真1】音楽学校におけるDUMISTEの活動 【写真2】CFMIセレスタ校における授業の様子 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
２. 入学試験概要 
 CFMI 養成センターセレスタ校の入学試験では 1.書類審査（入学願書），2.実技試験の２つがある。
実技試験に進むには書類審査時に次の受験基準を満たしている必要がある。 
①一般教養としてバカロレア取得後 2 年間の学習（BAC+2）もしくは大学入学検定試験（DAEU）（3）
合格者，職業経験認定制度（VAP）（4）を認めている職場で働いている者。②音楽実技（国立音楽院の
専門課程入学程度の専門楽器教育を受けていること）。③書類審査（志願動機書，学習歴・音楽歴・ア
ニマシオン歴（5）や指導歴，現在の状況など）。④優れた対人関係を築くことができ，様々な環境や専
門的状況に適応できる順応性を持ち合わせていること。 
 例外的に，②，③，④の項目を満たし，有能な音楽家であると認められたバカロレア取得直後（高
校卒業直後）の学生が受験を許可される場合がある。 
 上記の条件を満たした受験者は，実技試験に臨むことができる。CFMI セレスタ校では，表１にま
とめたように，一次試験は演奏実技，歌唱，ソルフェージュ能力，二次試験では楽曲解説，模擬授業，
面接の二段階で試験が行われている（6）。 
表1 CFMIセレスタ校 実技試験内容 
CFMI セレスタ校 第一次試験 
【演奏能力判断試験：楽器演奏と歌唱】 （10 分） 
目的 受験者の資質と入学の妥当性を判断する。 
〈器楽奏者〉 
1. 作曲家と形式の異なる 2 つの曲 
2. 歌唱 1 曲（歌曲，メロディー，オペラのアリア等） 
補足：受験者は，与えられた時間内であれば，自作曲もしくは即興演奏を組み込むことが可能。 
〈歌手〉 
1. 歌唱 4 曲（オペラ，シャンソン，メロディー，現代曲，自作曲など） 
2. アカペラ 1 曲 
【専門的な能力判断試験 】（準備：10 分間，演奏：1 分以内） 
目的 受験者の聴覚記憶，視唱，旋律とリズムの聞き取り能力を審査，判断する。 
- 曲の再演（1 曲） 
補足：10 分間で録音された曲を聴いて覚え，その曲を審査員の前で歌う。その際，伴奏の有無を選択できる。
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CFMI セレスタ校 第二次試験 
【聴いた曲に対する楽曲解説】 （1 時間 30 分） 
- 3 つの録音がそれぞれ約 3 分間流され，それら 3 つの曲について解説する： 
・性格／特徴，構成，楽器編成の聞き分け 
・曲の歴史，美学，文化，社会的背景 
目的 受験者に十分な音楽知識が備わっているか，聴いた曲について優れた表現で描写できているかどうか判
断する。 
【模擬授業】 （準備時間 1 時間 30 分） 
目的 受験者のコミュニケーション能力，またグループが上達するように導くことができるか審査する。 
- 受験者は事前に配られたフランスの童謡や民謡を 10 分間でグループ（大人）に伝承する。 
【面接 - 総評】 （30 分） 
目的 受験生の DUMI に関する知識や養成研修に対するモチベーションについて把握する。 
ストラスブール大学CFMIセレスタ校カリキュラム Faculté des Arts, Université de Strasbourg, “Guide des études 
2017-2018 ”, pp.10-11.より作成 
 
 第一次試験の「ソルフェージュ能力」と「演奏能力判断試験」は，受験者の演奏レベルが音楽大学
修士課程修了以上である場合，免除されることがある。しかし器楽奏者の場合は，歌唱試験は必須で
ある。 
 CFMI 養成センターの受験者には，クラシック音楽の演奏家だけではなくジャズやポップス，ロッ
クなど様々なジャンルで活動している音楽家もいる。 
 これらの実技試験では演奏の完成度を見るだけではなく，受験者の音楽的深まりや理解度，文化的
背景やモチベーションを見ている。例えば歌唱試験では自作曲や歌詞のないメロディーを試験曲とし
て選択できるなど個性が発揮できるようになっている。 
 筆頭筆者が受験した際には，CFMI セレスタ校始まって以来，初の日本人受験者ということで，歌
唱予定曲以外に日本の童謡を歌うよう審査員から指示され，「夕焼け小焼け」や「どんぐりころころ」
を急遽歌うことになった。また，演奏実技を主体とする音楽院の入学試験では，演奏能力のみの審査
であり，このような楽曲に対する姿勢や音楽的理解は直接問われることはない。 
そして第二次試験の「楽曲解説」では，中世／ルネサンス期の合奏曲やペルーの民族音楽，現代音
楽が課題であった。「模擬授業」では，受験者一人一人に異なるフランスの童謡や民謡が配布され，1
時間半の準備時間終了後，学習者に扮した審査員と数人の受験者 10 名程度のグループに向けて歌唱
指導を行った。受験者の多くは，この「模擬授業」が未経験であるが，これは潜在能力を見るための
試験であり，また面接で志望動機や「模擬授業」の自己評価を把握するために行われている。 
筆頭筆者は CFMI セレスタ校を受験し，音楽大学や音楽院の専攻楽器の入学試験のように，演奏技
術の技量だけを判断しているのではなく，校長や試験官らが受験生の音楽性や人間性，将来性などに
興味を持って実技試験や面接に臨んでいることが感じられた。 
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指導を行った。受験者の多くは，この「模擬授業」が未経験であるが，これは潜在能力を見るための
試験であり，また面接で志望動機や「模擬授業」の自己評価を把握するために行われている。 
筆頭筆者は CFMI セレスタ校を受験し，音楽大学や音楽院の専攻楽器の入学試験のように，演奏技
術の技量だけを判断しているのではなく，校長や試験官らが受験生の音楽性や人間性，将来性などに
興味を持って実技試験や面接に臨んでいることが感じられた。 
 
３. CFMI 養成センターカリキュラム 
 DUMI 資格を取得するためには 2 年間 1500 時間の理論と実践を修得し，修了試験に合格する必要
があることは前述の通りたが， こでは資格取得に向けた養成カリキュラムについて CFMI セレスタ
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校を例に紹介したい。 
 CFMI のカリュラムは，①教育理論と方法論，②芸術活動，③様々な状況における実践経験，の 3
つの要素に基づき，1 年次 750 時間，2 年次 750 時間，2 年間で 1500 時間，全部で 8 つの UE（Unité 
d’enseignement）からカリキュラムが構成されている。また，各 UE ごとに修得すべき「知識」と「芸
術的・教育的知識と技術」の到達目標が掲げられている。そのカリキュラムと目標は次ページの表の
通りである（7）。
CFMI セレスタ校 第二次試験 
【聴いた曲に対する楽曲解説】 （1 時間 30 分） 
- 3 つの録音がそれぞれ約 3 分間流され，それら 3 つの曲について解説する： 
・性格／特徴，構成，楽器編成の聞き分け 
・曲の歴史，美学，文化，社会的背景 
目的 受験者に十分な音楽知識が備わっているか，聴いた曲について優れた表現で描写できているかどうか判
断する。 
【模擬授業】 （準備時間 1 時間 30 分） 
目的 受験者のコミュニケーション能力，またグループが上達するように導くことができるか審査する。 
- 受験者は事前に配られたフランスの童謡や民謡を 10 分間でグループ（大人）に伝承する。 
【面接 - 総評】 （30 分） 
目的 受験生の DUMI に関する知識や養成研修に対するモチベーションについて把握する。 
ストラスブール大学CFMIセレスタ校カリキュラム Faculté des Arts, Université de Strasbourg, “Guide des études 
2017-2018 ”, pp.10-11.より作成 
 
 第一次試験の「ソルフェージュ能力」と「演奏能力判断試験」は，受験者の演奏レベルが音楽大学
修士課程修了以上である場合，免除されることがある。しかし器楽奏者の場合は，歌唱試験は必須で
ある。 
 CFMI 養成センターの受験者には，クラシック音楽の演奏家だけではなくジャズやポップス，ロッ
クなど様々なジャンルで活動している音楽家もいる。 
 これらの実技試験では演奏の完成度を見るだけではなく，受験者の音楽的深まりや理解度，文化的
背景やモチベーションを見ている。例えば歌唱試験では自作曲や歌詞のないメロディーを試験曲とし
て選択できるなど個性が発揮できるようになっている。 
 筆頭筆者が受験した際には，CFMI セレスタ校始まって以来，初の日本人受験者ということで，歌
唱予定曲以外に日本の童謡を歌うよう審査員から指示され，「夕焼け小焼け」や「どんぐりころころ」
を急遽歌うことになった。また，演奏実技を主体とする音楽院の入学試験では，演奏能力のみの審査
であり，このような楽曲に対する姿勢や音楽的理解は直接問われることはない。 
そして第二次試験の「楽曲解説」では，中世／ルネサンス期の合奏曲やペルーの民族音楽，現代音
楽が課題であった。「模擬授業」では，受験者一人一人に異なるフランスの童謡や民謡が配布され，1
時間半の準備時間終了後，学習者に扮した審査員と数人の受験者 10 名程度のグループに向けて歌唱
指導を行った。受験者の多くは，この「模擬授業」が未経験であるが，これは潜在能力を見るための
試験であり，また面接で志望動機や「模擬授業」の自己評価を把握するために行われている。 
筆頭筆者は CFMI セレスタ校を受験し，音楽大学や音楽院の専攻楽器の入学試験のように，演奏技
術の技量だけを判断しているのではなく，校長や試験官らが受験生の音楽性や人間性，将来性などに
興味を持って実技試験や面接に臨んでいることが感じられた。 
 
３. CFMI 養成センターカリキュラム 
 DUMI 資格を取得するためには 2 年間 1500 時間の理論と実践を修得し，修了試験に合格する必要
があることは前述の通りたが，ここでは資格取得に向けた養成カリキュラムについて CFMI セレスタ
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表
2 
CF
MI
セ
レ
ス
タ
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
 
〈
1
年
次
〉
75
0
時
間
 
〈
2
年
次
〉
75
0
時
間
 
U
E1
 
13
8
時
間
 
 
《
歌
と
合
唱
を
中
心
と
し
た
指
導
に
向
け
て
》
  
（
時
間
数
）
 
・
基
礎
声
楽
（
30
）
 
 
・
合
唱
指
揮
法
（
27
）
 
 
・
音
楽
と
社
会
（
12
）
 
・
小
学
校
実
習
（
30
）
 
・
合
唱
の
実
践
と
芸
術
的
演
奏
（
39
）
 
 
 
U
E5
 
15
0
時
間
《
集
団
で
の
楽
器
実
践
を
取
り
巻
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
向
け
て
》（
時
間
数
）
 
・
音
楽
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
た
作
曲
，
編
曲
法
の
習
得
（
51
）
 
・
伝
統
音
楽
（
ガ
ム
ラ
ン
）（
30
）
 
・
応
用
音
響
学
・
楽
器
学
（
21
）
 
・
音
楽
学
校
で
の
指
導
 -
中
世
の
音
楽
に
よ
る
フ
ォ
ル
マ
シ
オ
ン
・
ミ
ュ
ジ
カ
ル
-（
30
）
・
音
楽
学
校
も
し
く
は
学
校
以
外
の
初
等
教
育
施
設
に
お
け
る
実
習
（
18
）
 
U
E2
 
24
0
時
間
 
演
奏
を
中
心
と
す
る
指
導
に
向
け
て
》
 
・
教
育
制
度
の
理
解
（
21
）
 
 
・
指
導
法
及
び
教
育
学
（
30
）
 
 
・
楽
曲
分
析
及
び
作
曲
（
39
）
 
・
伝
統
的
な
歌
曲
の
演
奏
技
法
（
21
） 
・
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
の
演
奏
技
法
（
24
）
 
・
芸
術
的
実
践
「
演
奏
」（
42
）
・
伴
奏
の
和
声
法
及
び
技
法
「
ギ
タ
ー
」（
39
）
 
・
小
学
校
実
習
（
24
）
U
E6
 
17
1
時
間
《
歌
と
合
唱
を
中
心
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
向
け
て
》
 
・
歌
唱
法
（
30
）
 
 
 
・
合
唱
と
合
唱
指
揮
（
75
）
 
 
・
児
童
合
唱
指
導
法
（
36
）
 
 
・
伴
奏
楽
器
実
技
「
ギ
タ
ー
」（
30
）
 
U
E3
 
10
2
時
間
 
《
幼
児
期
の
児
童
へ
の
働
き
か
け
方
》
 
・
発
達
心
理
学
（
24
）
 
・
幼
少
期
の
音
楽
的
目
覚
め
（
15
）
 
・
未
就
学
児
施
設
研
修
（
12
）
 
・
0-
4
歳
身
体
の
目
覚
め
（
21
）
 
・
芸
術
的
実
践
「
音
楽
と
絵
本
」（
30
）
 
U
E7
 
12
9
時
間
《
文
化
的
組
織
と
連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
考
案
》
 
・
楽
曲
分
析
の
応
用
（
20
）
 
・
舞
台
創
作
活
動
と
発
表
ま
で
の
準
備
指
導
（
15
）
 
・
芸
術
的
実
践
 「
若
い
観
客
と
の
音
楽
的
な
出
会
い
」（
69
）
 
・
雇
用
制
度
（
25
）
 
U
E4
 
27
0
時
間
 
《
創
造
性
の
育
成
を
中
心
と
す
る
指
導
に
向
け
て
》
 
・
指
導
法
及
び
教
育
学
（
36
）
 
・
応
用
楽
器
学
（
24
）
 
・
音
響
体
の
創
造
（
30
）
 
・
即
興
実
技
（
30
）
 
 
 
 
 
 
・
幼
稚
園
実
習
（
24
）
 
・
電
子
音
響
学
の
楽
曲
分
析
及
び
作
曲
法
（
60
）
・
若
い
観
客
の
た
め
の
芸
術
的
実
践
「
創
作
舞
台
発
表
」（
66
）
 
U
E8
 
30
0
時
間
 
《
正
課
時
間
及
び
課
外
時
間
に
お
け
る
企
画
の
協
議
，
実
現
》
 
・
教
授
法
，
教
育
学
及
び
企
画
の
実
現
方
法
（
42
）
 
・
研
修
先
の
分
析
（
24
）
 
・
学
校
に
お
け
る
音
楽
と
電
子
音
楽
（
24
）
 
・
学
校
に
お
け
る
即
興
演
奏
（
24
）
 
・
学
校
に
お
け
る
伝
統
音
楽
実
践
と
文
化
の
相
互
交
流
（
48
）
 
・
最
終
実
地
研
修
（
12
0）
 
・
論
文
演
習
（
18
）
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表
3「
知
識
」
と
「
芸
術
的
・
教
育
的
知
識
と
技
術
」
 
1
年
次
 
 
[知
識
] 
[芸
術
的
・
教
育
的
知
識
と
技
術
] 
U
E1
 
 
・
音
楽
分
析
の
基
礎
。
 
・
生
体
構
造
と
音
声
生
理
学
の
基
礎
知
識
。
 
・
子
ど
も
に
応
用
で
き
る
歌
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
知
識
。
 
・
実
際
の
学
校
教
育
に
順
応
し
た
豊
富
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
。
 
・
音
楽
と
社
会
の
結
び
つ
き
（
音
楽
愛
好
家
や
ア
マ
チ
ュ
ア
に
対
し
て
の
音
楽
指
導
）。
 
・
様
々
な
場
面
に
お
い
て
多
彩
で
豊
か
な
声
を
用
い
て
相
手
に
耳
を
傾
け
さ
せ
る
方
法
。
 
・
１
声
部
な
い
し
は
多
声
部
の
歌
唱
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
伝
承
方
法
の
習
得
。
 
・
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
合
唱
指
揮
及
び
指
導
法
 
（
最
適
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
見
つ
け
る
。
合
唱
団
と
の
関
わ
り
方
や
接
し
方
。
パ
ー
ト
ご
と
の
練
習
方
法
。
 
上
達
す
る
た
め
の
最
善
な
指
導
法
。
効
果
的
で
表
現
力
豊
か
な
指
示
。）
 
U
E2
 
 
・
フ
ラ
ン
ス
歌
曲
の
歴
史
。
 
・
作
曲
法
，
調
性
と
調
和
。
 
・
広
い
音
楽
文
化
圏
の
要
素
（
伝
統
的
な
口
頭
音
楽
を
含
む
）。
 
・
教
授
法
の
基
本
的
な
概
念
と
音
楽
分
野
へ
の
応
用
。
 
・
D
U
M
Iに
関
す
る
国
民
教
育
省
に
よ
る
公
的
文
書
。
 
・
歌
曲
を
作
曲
し
た
経
験
に
基
づ
い
て
歌
詞
と
音
楽
の
関
連
を
分
析
す
る
。
 
・
自
分
自
身
の
声
や
身
体
的
能
力
，
音
楽
的
独
創
性
に
基
付
い
て
演
奏
解
釈
，
決
定
す
る
。
 
・
表
現
を
多
様
化
さ
せ
，
歌
唱
演
奏
を
サ
ポ
ー
ト
充
実
さ
せ
る
た
め
の
楽
器
（
和
声
楽
器
）
の
修
得
。
 
・
演
奏
者
と
し
て
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
参
与
。
 
・
歌
唱
演
奏
指
導
の
実
践
ス
キ
ル
。
 
U
E3
 
 
・
児
童
の
発
達
理
論
。・
遊
び
と
学
習
。
 
・
幼
児
の
た
め
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
（
子
守
歌
，
遊
び
歌
，
は
や
し
歌
な
ど
）。
 
・
環
境
に
関
す
る
知
識
。（
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
と
制
度
的
対
応
）。
・
幼
少
期
の
子
ど
も
と
家
族
の
音
楽
的
な
触
れ
合
い
の
場
面
を
考
案
す
る
。
 
・
子
ど
も
や
親
た
ち
か
ら
家
庭
内
で
歌
わ
れ
て
い
る
曲
を
集
め
，
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
す
。
 
U
E4
 
 
・
児
童
の
発
達
理
論
。
 
・
即
興
演
奏
に
関
す
る
理
論
。
 
・
音
と
音
環
境
の
問
題
。
 
・
現
在
の
音
楽
文
化
。
 
・
音
の
現
象
を
聴
き
分
析
す
る
と
い
う
概
念
。
 
・
教
授
法
の
基
本
概
念
と
音
楽
分
野
へ
の
応
用
。
 
・
自
ら
考
案
し
た
音
楽
的
表
現
や
指
示
を
実
践
す
る
。
 
・
創
作
／
作
曲
に
必
要
な
探
究
心
と
音
を
聴
く
姿
勢
を
発
達
さ
せ
る
。
 
・
子
供
た
ち
が
音
楽
の
瞬
間
を
探
求
し
，
創
造
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
糸
口
を
考
案
す
る
。
 
・
子
供
た
ち
の
発
言
や
提
案
が
レ
パ
ー
ト
リ
ー
作
品
と
結
び
つ
く
よ
う
な
音
楽
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
。
 
・
考
案
し
た
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
の
効
果
や
反
省
点
を
踏
ま
え
て
実
習
を
行
う
。
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2
年
次
 
[知
識
] 
[芸
術
的
・
教
育
的
知
識
と
技
術
] 
U
E5
 
 
・
音
楽
学
校
に
お
け
る
指
導
。
 
・
楽
器
学
と
心
理
音
響
学
。
 
・
民
族
音
楽
学
の
要
素
。
 
・
学
習
者
の
能
力
に
適
し
た
声
楽
や
楽
器
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
調
査
。
 
・
様
々
な
楽
器
の
機
能
や
特
徴
，
生
徒
の
能
力
と
創
造
性
を
考
慮
し
て
レ
パ
ー
ト
リ
ー
曲
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
。
 
・
ガ
ム
ラ
ン
演
奏
を
習
得
す
る
。
 
・
集
団
で
楽
器
演
奏
を
実
現
す
る
た
め
の
興
味
と
関
心
の
引
き
出
し
方
。
 
U
E6
 
 
・
音
声
生
理
学
。
 
・
調
和
に
対
す
る
概
念
の
拡
大
 
・
文
化
と
音
楽
分
析
。
 
 
・
実
際
に
合
唱
指
導
を
実
践
し
，
楽
曲
を
完
成
に
導
く
（
合
唱
の
向
上
）。
 
・
様
々
な
計
画
／
構
想
を
自
在
に
操
る
。
 
・
合
唱
練
習
内
容
を
独
自
の
芸
術
性
や
文
化
的
，
技
術
的
（
声
，
身
体
，
聴
覚
），
社
会
的
側
面
か
ら
考
案
す
る
。
 
・
和
声
楽
器
（
ギ
タ
ー
）
を
修
得
す
る
。
 
U
E7
 
 
・
実
践
の
た
め
の
環
境
。
 
・
音
楽
文
化
。・
舞
台
芸
術
文
化
。
 
・
音
楽
分
析
方
法
論
。
 
・
パ
ソ
コ
ン
上
で
の
印
刷
物
レ
イ
ア
ウ
ト
。
 
・
教
育
的
立
場
か
ら
見
た
音
楽
分
析
に
よ
っ
て
，
生
徒
が
目
標
を
立
て
，
ま
た
美
的
判
断
が
で
き
る
状
況
を
導
き
出
す
。
 
・
実
践
を
通
し
，
作
品
を
理
解
す
る
た
め
の
糸
口
を
与
え
，
生
徒
が
真
の
音
楽
を
聴
く
能
力
を
育
む
。
 
・
生
徒
が
舞
台
芸
術
に
関
心
を
持
つ
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
考
案
す
る
。
 
・
若
い
聴
衆
の
た
め
の
創
造
舞
台
作
品
を
制
作
す
る
。
 
U
E8
 
  
・
新
教
育
の
歴
史
と
流
れ
。
 
・
教
授
法
の
歴
史
と
教
育
実
習
。
 
・
地
方
自
治
体
，
職
業
を
統
治
し
て
い
る
枠
組
み
。
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 CFMI セレスタ校の授業は，実際に活躍する DUMISTE やプロの合唱指揮者，歌手，作曲家，役
者，楽器製作家，大学区（9）視学官（音楽）や文化組織機関職員らが講師を勤め，実践演習や実習に重
きを置いた授業を展開している。 
 授業科目の多くは，一年を通して定期的に行われているが，「小学校，幼稚園実習（1 年次）」や「芸
術的実践」，「雇用制度」など表 1 で下線が引かれている科目は，週または月単位で開催される集中授
業となっている。 
 尚，CFMI セレスタ校では選択科目はなく，上記のカリキュラムは全ての在籍者に共通している。 
 またカリキュラムには組み込まれていないが，講師陣が指揮をとり，年に 2，3 回ほど，コンサー
トホールや歴史的建造物（図書館や市庁舎など）で，合唱や楽器演奏などのコンサート，創作音楽発
表を行う機会がある。このようなコンサートは，地元の新聞に取り上げられるなど，演奏家でもある
DUMISTE という音楽家の能力や存在を広く知ってもらう機会になっている。 
 
４. 授業実例  
 実際の授業について，本稿では（１）歌や楽器演奏を伴った授業，（２）学習者の歌唱伴奏を主体と
する授業，（３）音と音の創造に関する授業，（４）ICT を用いた音楽に関する授業，（５）音楽創造
に関する授業を取り上げ，その具体的内容を紹介する。 
 
（１）「合唱指揮法（UE1，6）」「指導法及び教育学（UE2，4，8）」「ガムラン演奏（UE5）」「伝統
的な歌曲の演奏技法（UE2）」 
これら歌や楽器演奏を伴った授業では，楽譜を用いない歌や楽器演奏指導法を学ぶ。 
「合唱指揮法」「指導法及び教育学」ではあらかじめ指定された課題曲を個人で分析，練習をし，学
生同士が児童役となり，歌の上達に必要な音楽的表現や適切な指示の仕方を学ぶ。また，「ガムラン演
奏」「伝統的な歌曲の演奏技法」では，インドネシア，トルコ，アラブ，バルカン半島の身近ではない
異国の「旋律，リズム，楽器，歌詞」などの音楽要素を，楽譜を用いず口頭伝承や演奏の模倣や反復
によって習得する。 
 上記の手法は楽譜が読めない幼児・児童に歌や楽器演奏を指導するための演奏能力，表現力や指導
力などの高い能力を身につける目的がある。これらの指導法はフランス語が母語ではない筆頭筆者に
も非常に有効であったと実感している。 
  
（２）「伴奏の和声法及び技法「ギター」（UE2，6）」 
 フランスの幼稚園や小学校では日本とは異なりピアノが常設されているところは非常に少ない。和
声楽器で持ち運びしやすいギターは実践場所の可能性が広がり，更にギター奏法を身につけることに
よって，歌唱演奏を補助し音楽的に豊かにすることができる。 
 実際に幼稚園や小学校の実践で幼児・児童の歌唱をギターで伴奏したところ，子どもたちは間近で見
る本物のギターとその音色に興味を持ち，ギターを取り出すと歌を歌うという簡単な授業のルールが
出来るなど，クラス単位で行う実践には非常に有効であった。 
 
（３）「応用音響学・楽器学（UE4，5）」「音響体の創造（UE4）」 
 ピアノやヴァイオリン，フルートや打楽器などの演奏楽器以外に，拍手や足踏み，ホイッスルや拍
子木，鈴や風鈴など演奏するというよりも，音を出すことを目的とした「音具（10）」に焦点を当てた授
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チューブとペットボトルを使ったラッパ 木の板を切断し，音響板を製作 
業である。さらに，「音具」の新しい奏法を探求すると同時に，特に幼稚園実習で使用することを前提
に自ら考案した「音具」を製作する。 
 この授業では，音を聴く耳や創造力が養われ，さらに叩く，擦る，吹く，落とす，振るなど普段特
に注目することがなかった様々な音を出す要素の多様さに気づくことができた。 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）「学校における音楽と電子音楽（UE8）」 
 現代の最新技術 ITC を用いた電子音楽の実践活動が，教育的にどのように貢献しているのか研究を
深める。 
 実践では，子どもたちが創造した声や音を高性能ハンディレコーダ （ーZoom H4n など）で録音し，
その録音を音楽ソフト「Able ton Live 9」に組み込み音を編集する。それを iPad にインストールし
たサウンドツールアプリケーションを介して，画面に色や大きさで表された音情報をタップしながら
作曲，即興演奏をする。 
 この電子音楽実践は，子どもたちが自分で出した声や音を，録音を通して聴くことができること，
そして簡単な操作で音を鳴らし演奏できることから，クラス全体で取り組みやすい実践活動である。
特に自分自信の声をスピーカーを通して客観的に聴くことは，子どもにとって大きな驚きと発見をも
たらし，音を聴く耳を養うのに非常に効果的である。 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）「芸術的実践（UE 1，2，3，4，7）」 
 「芸術的実践」は 2 年を通して全部で 4 回あり，1 年次は「芸術的実践（演奏）」，「芸術的実践（音
楽と絵本）」，「若い観客のための芸術的実践（創作舞台発表）」，2 年次は修了試験の一つでもある「芸
術的実践 （若い観客との音楽的な出会い）」である。 
 「芸術的実践（音楽と絵本）」では俳優やプロのコメディアン，DUMISTE が講師となる。授業で
休み時間に校庭で遊ぶ子どもたちの声の iPadで即興演奏をする子どもたち 
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2年次「芸術的実践（若い観客との音楽的な出会い）」で 
使用したパイプオルガンのパイプ 
は，3，4 人のグループに分かれ絵本を一冊選び，絵本の文学的価値，主題の根底にあるテーマなどを
分析し，子どもに音や音楽を聴かせる作品をつくる。授業の最終回には小学生を CFMI セレスタ校に
招きグループごとに作品発表をする。尚，発表はホールに限らず，中庭や教室，廊下や階段など作品
に適した場所を選択できる。専攻する楽器や他の楽器以外に音具を積極的に用いる。 
 筆頭筆者在学時には，学校の授業がない土曜日にセレスタ近郊の図書館をいくつか周り，より多く
の子どもたちに作品を鑑賞してもらう機会を作る活動も行なっていた。 
「若い観客のための芸術的実践（創作舞台発表）」は学年末に集中授業形式で行われ，1 年次の集大成
として授業最終日に観客として招待された小学生たちに向けて劇場で作品発表をする。 
この授業では，ダンス，振付け，楽器演奏なども行うコメディアンが講師となり，音楽的創造性を発
展させながら，即興や電子音楽，演劇やダンスなど 1 年間 CFMI セレスタ校で学んだ技音楽知識や術
を盛り込み，クラス全員で協働しながら創作舞台作品制作に取り組む。クラス全員が創作に参加し，
協働しながら計画的に優れた作品を制作出来たか，また発表を成功させることが出来たかがこの授業
の重要なポイントとなっている。 
筆頭筆者在学時はノルウェーの詩人で作家のタリエイ・ヴェースオース（Tarij Vesaas）の小説「氷
の城（Le palais de glace）」に楽器演奏や電子音楽，踊りや演技を組み込んだ音楽劇を創作した。作
品発表はストラスブール旧市街地内にある TJP（11）という若い観客のための劇場で小学生を観客とし
て招待した。舞台演出は講師のアドヴァイスを参考にし，照明や舞台装置は劇場スタッフの協力を得
ながら学生とスタッフが協働して操作を行った。また公演終了後には子どもたちの感想や質問への応
答など観客とのコミュニケーションの時間を設け交流を図った。 
2 年次の「芸術的実践 （若い観客との音楽的な出会い）」の作品発表は DUMI 修了試験の一つであ
る。学生は大きなグループに分かれ，各グループそれぞれが小学生の児童 1 クラスとそのクラス担任
と共に 1 週間という短い期間で音楽創造作品を創り上げる。作品制作では自分自身が専攻する楽器を
取り入れることが条件となっている。各グループそれぞれに与えられたテーマに沿って，各学生 1 作
品ずつ構想し，それらを繋ぎ合わせてグループ全体で一つの作品となるように構築する。短期間で子
どもたちに歌や音具を使った楽器演奏法，台詞や動作などを指導しなくてはいけないため，指示の的
確さ，時間配分，イニシアチブの取り方，学生同士の協働生などが非常に重要である。作品発表では
グループ，個人の両面から統括力，作品の創造性，完成度や出来栄えが審査員によって評価される。 
 筆頭筆者が参加していたグループは「ダダイスム（12）とバレー」というテーマが与えられ，筆頭筆
者個人の作品は「有機体の休憩」というタイトルで，協和音と不協和音，中断と連続から成る作品を，
チェンバロ，パイプオルガンのパイプ，手作りの鞴，コンプレッサーを用いて作曲をした。また，楽
譜は子どもが見てもわかるように，音符ではなく絵や模様などで視覚的に捉えられるように工夫をし
て描いた。 
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展させながら，即興や電子音楽，演劇やダンスなど 1 年間 CFMI セレスタ校で学んだ技音楽知識や術
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答など観客とのコミュニケーションの時間を設け交流を図った。 
2 年次の「芸術的実践 （若い観客との音楽的な出会い）」の作品発表は DUMI 修了試験の一つであ
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と共に 1 週間という短い期間で音楽創造作品を創り上げる。作品制作では自分自身が専攻する楽器を
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品ずつ構想し，それらを繋ぎ合わせてグループ全体で一つの作品となるように構築する。短期間で子
どもたちに歌や音具を使った楽器演奏法，台詞や動作などを指導しなくてはいけないため，指示の的
確さ，時間配分，イニシアチブの取り方，学生同士の協働生などが非常に重要である。作品発表では
グループ，個人の両面から統括力，作品の創造性，完成度や出来栄えが審査員によって評価される。 
 筆頭筆者が参加していたグループは「ダダイスム（12）とバレー」というテーマが与えられ，筆頭筆
者個人の作品は「有機体の休憩」というタイトルで，協和音と不協和音，中断と連続から成る作品を，
チェンバロ，パイプオルガンのパイプ，手作りの鞴，コンプレッサーを用いて作曲をした。また，楽
譜は子どもが見てもわかるように，音符ではなく絵や模様などで視覚的に捉えられるように工夫をし
て描いた。 
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 上記のように，DUMI 養成カリキュラムでは，専門楽器の演奏，また隣接する芸術分野の技法や柔
軟で豊かな発想など創造性に富んだ総合的な視点から指導，活動することに重点を置いていると言え
るだろう。 
 
５．実地研修実例 
DUMISTE として活動するためのスキルを磨き実践経験を積む場として小学校や幼稚園での実地
研修はCFMI 養成カリキュラムの中で最も重要な位置を占める。この実地研修では前述のDUMISTE
の使命を遂行するために教論と協働して実践を行う。また全ての実践において，子どもたちには言葉
での説明はあまりせず，彼らが集中，注目を引きつけるようなジェスチャーや表情，演奏や歌唱など
で授業を音楽的に構築することが求められている。 
1 年次，2 年次共に，実地研修開始までに各自実践先の小学校，幼稚園の担当クラスの授業風景を
見学し，子どもたちの様子や先生との関係性を分析する。また実践を行う前には教論と共に毎回の指
導案を構成する。これは集団生活をする上で必要な良好な人間関係を構築すること，子どもたちの発
達状況と個性を調和したアクティヴィティを考案し，実践することを目的としている。 
 
1 年次 
 1 年次では，小学校 24 時間，幼稚園 30 時間，更にクラス授業内で 30 時間の小学校においての合
唱指導実践研修がある。合唱指導実践は，年間を通して行われ，CFMI セレスタ校近くにある小学校
へ赴き，小学 4 年生までの 1 クラスを対象に，45 分の授業時間内に数名の学生が 1 曲ずつ約 10 分間
児童に歌唱指導をする。この研修の狙いは，学生同士が実践を見学することにより，指導方法の新し
い発見や改善点，客観的な意見，更に様々なレパートリーを知ることができるということである。未
就学児施設研修は学生が実践する場ではなく，DUMISTE の活動を実際に見学し，子どもとの接し方，
歌や遊びのレパートリーの知識を学ぶことを中心としている。 
1 年次の小学校・幼稚園の実地研修は二人一組で行い，学生はそれぞれ担当クラスを持つ。パート
ナーとなった相手のクラス授業は歌唱伴奏など補助を行う。研修先はストラスブール，セレスタ市内
もしくは近郊の小学校・幼稚園にそれぞれ振り分けられる。 
 
表4 1年次小学校・幼稚園研修形態 
小学校 幼稚園 
場所：ストラスブール，セレスタ市内もしくは近郊の小
学校 
形態：二人一組 
担当クラス：各自 1 クラス 
時間：全 24 時間 （授業は 45 分間） 
回数：毎週 1 回 合計 12 回 
期間：約 3 ヶ月 
実習課題：歌唱／合唱指導 
 
場所：ストラスブール，セレスタ市内もしくは近郊の幼
稚園 
形態：二人一組 
担当クラス：各自年中もしくは年長 1 クラス，2 人で年少
１クラス 
時間：全 30 時間（授業は 45 分間） 
回数：毎週 1 回 合計 10 回 
期間：約 3 ヶ月 
実習課題：音や音楽との触れ合い 
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 小学校研修は CFMI カリキュラムを学んで最初に行う実践であるため，課題である歌唱／合唱指導
で用いる曲を 1 曲だけ選び，その曲の音楽的，文学的背景を分析し，演奏の最終完成目標を考案する。
幼稚園研修では曲数や音具を使ったアクティヴィティなど実践項目は増える。 
1 年次の小学校と幼稚園の実地研修中には CFMI セレスタ校講師の DUMISTE らが学生たちの実践
の様子を数回観察に来ることになっており，進行状況，授業内容や技術面において直接アドヴァイス
を受けることが出来る。 
 
2 年次 
2 年次の最終実地研修は，CFMI セレスタ校修了後すぐに DUMISTE として学校などの教育機関で
活動するのに必要な技術の研鑽を積む場である。また，実地試験は DUMISTE 資格を得るために最
も重要であり，合格できなかった場合はもう一年実地研修をやり直すことになる。研修は一人で行う
が，研修先は CFMI セレスタ校で用意するのではなく，学生が自ら小学校と連絡を取り確保する。 
最終実地研修は 1 年次よりも期間や時間などが大幅に増え，毎週一回，120 時間，約一年を通して 4
クラス，4 つの異なる課題を実施する。CFMI セレスタ校では，①合唱，②創作，③電子音楽，④自
由の 4 つが課題である。また研修を始める前に各クラスを見学し，クラス担任の要望や希望を考慮し
課題の振り分けや課題に対するテーマを決定する。決定した課題とテーマからそれぞれ約一年に渡る
授業の大枠を考案，計画し，研修先の地域や学校の特徴，文化的背景の調査内容と共にレポートとし
てまとめておくことが必須となっている。 
研修期間中，CFMI セレスタ校から依頼された教育指導アドバイザーが，学生の実践状況を監察に
訪れ，豊富な経験と知識に基づいた専門的な助言を受けることができる。 
筆頭筆者はストラスブール市内で最も規模の大きい公立小学校で研修を行った。ここには幼稚園も併
設されていたため，幼児・児童の両方の実践を希望していた筆頭筆者は，小学生 3 クラス，幼稚園（年
長）1 クラスを担当することができた。日本と違いフランスには移民が多く住んでいるが，筆頭筆者
の研修先の幼稚園・小学校も例外ではなく，担当したクラスにも色々な国籍の生徒が在籍していた。 
筆頭筆者が行なっていた実践内容を簡単にいくつか紹介すると，年長クラスの実践では，自由課題を
選び，テーマを「動物」に設定した。サン＝サーンスの「動物の謝肉祭」を取り上げ，曲がどんな動
物を表現しているのかを想像しながら音楽を聴くこと，ピアノ，クラリネット，コントラバスや木琴
など楽器の種類を知ること，音楽のキャラクターに合わせて体を動かすことなど音楽的知識や聴く力
を養うことができた。更に，くるみの殻や紙，お手玉などの音具を使って「速い，遅い，強い，弱い」
など指揮に合わせて全員で音を奏でるアクティヴィティを通し，指示を聞く，指示に従って行動する
など集団や他人と共存するために必要なルールの守り方を音楽を通して教えることができた。 
 電子音楽を担当した CE2（小学校 3 年生）のクラスは移民の生徒が多く，多様な文化や言葉が混在
していた。クラス担任からのアイディアにより，テーマはわかりやすくクラス全員が楽しんで取り組
めるよう，「恐怖」に決定した。この実践では楽器や音具は使わず声だけを使い，声の高さや大きさに
よって「恐怖」が表現できるか探求した。この実践では演劇的アプローチを多用し，顔の表情や身体
の動きなどから子どもたちの声を引き出した。 
 約 1 年にわたる最終実地研修を通し，DUMISTE はクラス担任や子どもなど，どれだけ他者との信
頼関係を築き上げることができるかが重要なポイントであると言えるだろう。また，相手の反応や疑
問，意見に対してこれまで学んだ音楽，芸術的知識と技術を用いて応答することで，子どもたちの感
性や創造性を発展させることができると実感した。 
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おわりに 
CFMI セレスタ校のカリキュラムに基づき授業や実地研修を通し，創造性，協働生，人間的関わり，
音楽的関わり，地域との関わりなど DUMISTE の資質が多岐にわたるとともに，それぞれの領域で
高度な技能を要求されることを体感した。また DUMISTE が介入した音楽の授業というのは，音楽
という新しい言語で異文化交流，集団での行動と他者との共存を実現できる画期的な手段であると，
外国人という立場で学んだ筆頭筆者の実体験から考えられる。 
DUMISTE は演奏家を育成するのではなく，特に音楽に触れ合い始めた幼児や楽器を習い始める児
童に対して，音楽を通して創造性を持った人間形成を促す重要な役割を果たす人材であると言えるの
ではないだろうか。 
CFMI セレスタ校のカリキュラムに基づき授業や実地研修では，創造性，協働生，人間的関わり，
音楽的関わり，地域との関わりなど DUMISTE の資質が多岐にわたるとともに，それぞれの領域で
高度な技能を要求される。また DUMISTE が介入した音楽の授業というのは，音楽という新しい言
語で異文化交流，集団での行動と他者との共存を実現できる画期的な手段であると，外国人という立
場で学んだ筆頭筆者の実体験から考えられる。これらの実体験から，DUMISTE という音楽家の持つ
知識や技術が日本の音楽指導者や演奏家が身につけることは有効且つ有益であり，専門楽器の演奏に
限らない音楽家の職業や音楽活動の可能性があることが明らかになった。また，DUMI の手法を用い
ればより豊かな指導や演奏活動ができるのではないかと考えられる，今後は日本における DUMI 資格
の普及周知並びに音楽家への知識と技術の提供を目指している。 
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